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《 史跡の新指定 》 １０件 

 

１ 山王坊遺跡
さんのうぼういせき

【青森県五所川原市】 

津軽半島のほぼ中央部，日本海に面した十三
じゅうさん

湖
こ

と呼ばれる潟
せき

湖
こ

の北岸に位置する中世宗

教遺跡である。十三湖周辺には，南北朝から室町時代にかけてこの地を支配した安藤氏に

関連する遺跡が多数存在するとともに，中世的景観が色濃く残る。 

遺跡は十三湖北岸，安藤氏の居館とされる福島城の北方，山王坊川が流れる沖積地の奥

まった山間部の谷間に立地しており，発掘調査の結果，拝殿，渡廊
わたりろう

，舞台，中門，本殿と

考えられる礎石建物が一直線に並ぶ神社跡，廂
ひさし

を含めた東西７間，南北５間の南面する建

物を中心にコの字状に配置された建物群から成る寺院跡といった，中世の神仏習合を示す

伽藍が極めて良好な状態で保存されていることが明らかになった。また，造営にあたって

は室町幕府と密接な関係にあった安藤氏が深くかかわっていたことは疑いなく，整然と配

置された伽藍は南北朝から室町時代における京都との交流を具体的に示している。さらに，

十三湖を中心に分布する史跡十三
と さ

湊
みなと

遺跡
い せ き

や福島城などと一体のものとして中世的な景観

を構成するなど，中世社会，文化を知る上でも重要である。 

 

２ 小笠原
おがさわら

氏
し

城跡
しろあと

 

   井川
い が わ

城跡
じょうあと

 

   林
はやし

城跡
じょうあと

 

【長野県松本市】 

松本平の中央部から東部に位置する，室町時代から戦国時代にかけての信濃守護小笠原

氏の本拠となった城跡で，平地に築かれた井川城，山城である林城から成る。小笠原氏は，

建武元年（１３３４）に信濃守護に任命されたが，領国統治は安定せず，常に軍事的な緊

張の中に置かれていた。文安３年（１４４６）に勃発する小笠原一族内での家督相続争い

は小笠原一族を三家に分裂させ，天文３年（１５３４）に府中小笠原氏により再統一され

たが，天文１９年（１５５０）には，武田
た け だ

晴
はる

信
のぶ

の侵攻により府中小笠原氏も信濃国から追

われた。 

こうした混乱の中，小笠原氏の居城は１５世紀後半には平地の井川城から，防御性に優

れた林城に移ったようであり，これは戦国期に全国的にみられる平地から山城へという領

主の居城の変化の典型である。また，いずれの城跡もその保存状態は良好であり，室町時

代から戦国時代に至る領主の居城の在り方を具体的に知ることができる。小笠原氏の動向
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を示すだけでなく，室町幕府や鎌倉府，上杉，徳川，北条といった信濃を取り巻く諸勢力

の政治，軍事的な動向を知る上でも重要である。 

 

３ 高島
たかしま

藩主
はんしゅ

諏訪家
す わ け

墓所
ぼ し ょ

【長野県諏訪市・茅野市】 

信濃国一宮諏訪大社の神職や諏訪の領主として古代以来の氏族である信濃国高島藩主の

諏訪家代々の墓所である。諏訪頼
より

水
みず

は，関ヶ原の戦いの際に徳川秀忠に従い信濃上田城を

攻めた功で，慶長６年（１６０１）に諏訪の領地を与えられ初代高島藩主となった。以後，

諏訪家は明治維新まで藩主を代々務めた。 

頼水は寛永８年（１６３１）に，中世以来の諏訪氏の拠点である上原城近くに頼
らい

岳寺
が く じ

を

開基して両親を葬り，頼水も父頼
より

忠
ただ

のそばに葬られた。２代忠
ただ

恒
つね

は，慶安２年（１６４９）

に菩提寺として温泉寺
おんせんじ

を高島城下に建立した。忠恒が江戸で没しても温泉寺に葬られると

ともに，以降の藩主も江戸で死去しても温泉寺で葬られ，２代忠恒から８代忠恕
ただみち

までが葬

られて明治維新を迎える。 

頼岳寺の御霊屋
お た ま や

は安政６年（１８５９）に再建されたもので，三部屋に分かれ，中央に

頼水の父頼忠，右に母理
り

昌院
しょういん

の部屋があり，それぞれ宝篋印塔
ほうきょういんとう

と五輪塔
ごりんとう

を一対とする組

み合わせである。左には頼水の部屋があり，安山岩製の石
せき

廟
びょう

が収められる。温泉寺の墓所

は，基壇を含めて高さ約３ｍの石製墓標が並び，特に忠恒の墓標には，戒名の刻字部分は

金泥， 標
ひょう

身
しん

の継ぎ目には漆喰が充填されている。 

以上のことから，近世大名の墓所の在り方を知る上で重要である。 

 

４ 東町田
ひがしちょうだ

墳墓群
ふんぼぐん

【岐阜県大垣市】 

岐阜県西南部，金生
きんしょう

山
ざん

麓から派生する標高１５～１８ｍの段丘上に所在する，弥生時代

終末期から古墳時代前期にかけて築造された墳墓及び古墳。 

台地南西縁辺部に，弥生時代終末期に築造された直径１７．６ｍなど２基の円形墳丘墓

が良好に遺存し，近接して同時期の一辺１０ｍ前後の方形周溝墓２基がある。古墳時代前

期になると墓域は東方に移り，墳長２２ｍなど２基の前方後方墳（前方後方形周溝墓）と

一辺１４ｍなど３基の方墳（方形周溝墓）が築造された。遺物としては，口縁部内面に人

物，外面の胴部上半に切妻高床建物，シカなどの動物を描いた絵画土器や水銀朱が付着す

る石臼などが出土した。 

本墳墓群は，方形周溝墓が一般的であった弥生時代終末期において円形墳丘墓を採用し，

その後，前方後方墳（前方後方形周溝墓）と方墳（方形周溝墓）が築造される段階を経て，
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前方後円墳が安定的に築造されるという，古墳成立期の東海地域の状況を良好に示してい

るという点で重要である。また，線刻絵画土器，水銀朱に関係した遺物は，当時の人々の

精神世界や葬送儀礼の在り方を知る上でも重要である。 

今回，９基の墳墓及び古墳のうち４基を指定する。 

 

５ 水口
みなくち

岡山
おかやま

城跡
じょうあと

【滋賀県甲賀市】 

古くから街道が通過する交通の要衝である水口平野の東端部に位置する古城山
こじょうざん

に所在す

る。天正１３年（１５８５）頃に豊臣秀吉の命を受けた中村
なかむら

一
かず

氏
うじ

により甲賀の直接支配の

拠点，東国への抑えとして築城されたと考えられる。その後，豊臣政権下で奉行を務めた

増田
ま し た

長盛
ながもり

，長束
な つ か

正家
まさいえ

といった政権の重要人物が城主とされるなど，その政治的，軍事的な

意味合いは大きい。関ヶ原の戦い後には，正家が西軍に与したために，接収され，その後

しばらくして廃城となるが，それ以後も幕府や水口藩により管理され，明治時代以降は公

有財産として引き継がれたため，保存状況は極めて良好である。 

また，文献史料には，築城にあたって矢川寺
やがわでら

の堂塔を壊して水口岡山城へ運んでいるこ

とや，長束正家が城主となった後に大溝
おおみぞ

城
じょう

の天守を解体し，その部材を利用したことなど

が知られているが，発掘調査では矢川寺遺跡出土のものと同笵
どうはん

の軒瓦，大溝城跡から運ば

れたと考えられる軒瓦が出土したことにより，文献史料の記載が考古学的にも裏付けられ

た。 

豊臣政権により甲賀の支配と東国の抑えのために築城された，保存状態が良好な織豊系

城郭であり，出土遺物から築城や整備に伴う資材調達の様子が具体的に分かり，当時の築

城の在り方を知る上でも重要である。 

 

６ 箸
はし

墓
はか

古墳
こ ふ ん

周
しゅう

濠
ごう

【奈良県桜井市】 

奈良盆地の東南部，大和政権成立に係わる遺跡としてその一部が史跡指定されている纒
まき

向
むく

遺跡の中に位置する。東から派生する標高７５ｍ前後の低い尾根を核として墳丘が築か

れ，墳丘の大部分は宮内庁により第７代孝
こう

霊
れい

天皇皇女の「倭迹迹
やまととと

日百襲姫
ひももそひめの

命
みことの

大市
おおいちの

墓
はか

」に

治定され，良好な状態が保たれている。 

 墳丘規模は，墳長２９０ｍ前後，後円部径約１６５ｍ，前方部長１３５ｍ前後，前方部

前面幅約１５８ｍであり，築造時期は３世紀中頃から後半と考えられている。墳丘及び周

辺の発掘調査によって，墳丘の周囲には，幅約１０ｍの周濠がめぐり，その外側に堤状遺

構や外濠が存在する可能性が指摘されるなど，古墳の全体像が明らかになりつつある。 
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突出した規模をもつ出現期の古墳であり，定型化した巨大前方後円墳の出現だけでなく，

大和政権の誕生と発展過程及び当時の社会状況を知る上で重要である。 

今回，箸墓古墳の前方部墳端や周濠の存在が推定されている範囲の一部を史跡に指定す

る。 

 

７ 英彦山
ひ こ さ ん

【福岡県田川郡添田町】 

標高約１２００ｍの南岳
みなみだけ

・北岳
きただけ

・中岳
なかだけ

の３峰から成る信仰の山である。山頂には経塚が

多数営まれ，山中行場
ぎょうば

として玉屋般若窟
はんにゃくつ

に代表される修行窟
しゅぎょうくつ

が整備された。神仏が習合し

て彦山権現が誕生し，それを讃える祭礼が整えられると，院坊が智
ち

室谷
むろだに

をはじめ各谷に配

された。さらに，大講堂を本堂とした伽藍が整備され，彦山
ひこさん

霊 仙 寺
りょうぜ（ん）じ

としての寺格が確立

する。室町時代には熊野修験の影響を受け，金剛界
こんごうかい

竈門山
かまどさん

（宝
ほう

満山
まんざん

），胎蔵界彦山
たいぞうかいひこさん

を往来す

る峰入
みねいり

行
ぎょう

が開始された。戦国動乱期にほとんどの建物が焼失するが，江戸時代に入ると，

小倉
こ く ら

藩主細川忠
ただ

興
おき

をはじめ諸大名から寄進を受けて再興を遂げ，享保１４年（１７２９），

霊元法皇より「英彦山」の勅額が下賜された。明治元年（１８６８）の神仏分離令により，

英彦山霊仙寺は英彦山神社（現在の神宮）となり今日に至っている。英彦山霊仙寺（英彦

山神宮）の境内域から 銅
かねの

鳥居
と り い

までの約１ｋｍの大門筋の両側には多くの坊舎が並び，

座主院
ざ す い ん

跡には石垣や礎石が極めて良好に遺存している。中岳山頂に上宮社殿が建ち，山頂

に至る参道も良好に維持されている。また，神社に姿を変えた修行窟も現在まで英彦山信

仰の中核をなしている。このように，英彦山は，我が国を代表する山岳信仰の遺跡で，我

が国の修験・仏教・神道の信仰の在り方を考える上で重要である。 

 

８ 小熊山
こぐまやま

古墳
こ ふ ん

・御塔山
おとうやま

古墳
こ ふ ん

【大分県杵築市】 

別府
べ っ ぷ

湾
わん

の北岸，国東
くにさき

半島
はんとう

の南端部に位置し，海を見下ろす丘陵上に立地する。小熊山古

墳は，九州では最古級の円筒埴輪が出土し，畿内地域で出現した埴輪祭祀の展開状況を知

ることができる。墳長１１６．５ｍの大型前方後円墳であり，古墳時代前期前半（３世紀

後半から４世紀初頭）に属する。御塔山古墳は，小熊山古墳の南南西５００ｍに位置し，

九州では稀な家形
いえがた

・囲形
かこいがた

・木樋形
もくひがた

・船形
ふながた

・短甲形
たんこうがた

など多様な形象埴輪が出土する。長方形

の造出
つくりだし

を有する直径７５．５ｍの大型円墳であり，古墳時代中期前半（５世紀前半）に属

する。  

これらの古墳からは，瀬戸内海を望む九州東北部沿岸における古墳出現後の展開状況，

さらには，畿内地域で成立した最新様式の埴輪群の波及から，大和政権との密接な関係性
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を有することが明らかになった。このことにより，九州における古墳時代開始期から中期

にかけての展開状況を知る上でも重要である。 

 

９ 面
おも

縄
なわ

貝塚
かいづか

【鹿児島県大島郡伊仙町】 

徳之島
とくのしま

最南端の珊瑚礁の浅海に面した海岸砂丘上及び石灰岩地帯に立地する，縄文時代

後期（貝塚時代前
ぜん

４期）を中心とした集落跡である。 

昭和３年（１９２８）に発見された当初から，九州島と沖縄地域を繋ぐ土器群が出土し

たことから，奄美地域の地理的・歴史的な重要性が注目された。 

遺跡は，弥生時代の箱式
はこしき

石棺
せっかん

墓
ぼ

や古墳時代後半期から古代（貝塚時代後期）に属する貝

層が存在する崖下と洞穴に立地する第一貝塚，縄文時代後期の居住域である海岸砂丘上の

第二貝塚，奄美地域の古墳時代後半期から古代にかけて分布する兼
かね

久
く

式土器の標識遺跡で

ある第三貝塚，縄文時代中期から後期にかけての崖下と洞穴及びその前面の斜面部から成

る第四貝塚によって構成される。奄美・沖縄地域の縄文時代における海岸砂丘上及び石灰

岩地帯に立地する集落遺跡の典型であり，九州島と沖縄地域との間に位置することから，

両者の関係性の解明にとって重要な存在である。さらに，昭和初期より奄美・沖縄地域の

縄文時代研究において常に中心的な役割を果たしてきた意義も大きい。 

 

10 北大東
きただいとう

島
じま

燐鉱山
りんこうざん

遺跡
い せ き

【沖縄県島尻郡北大東村】 

大正８年（１９１９）から昭和２５年（１９５０）まで，主に化学肥料の原料として重

要視された燐
りん

鉱石
こうせき

を採掘した鉱山遺跡である。沖縄本島の東方約３６０ｋｍの太平洋上に

位置する北大東島の西端部に所在する。明治４３年（１９１０），玉置半右衛門
た ま お き は ん え も ん

が採掘を試

みたが取り止めた後，大東島の経営権を取得した東洋製糖株式会社が大正８年（１９１９）

から採掘を開始した。その後，昭和２年（１９２７）以降は大日本製糖株式会社が経営し

た。燐鉱石の積み出し量は，大正末期は１万トン前後であったが，その後増産し，第二次

世界大戦中の昭和１７年（１９４２）には最大の７万トン台に達した。大戦後，米国軍政

府の直轄で採掘されたが，昭和２５年（１９５０）に閉山した。現在も，採掘場，日乾堆

積場，トロッコ軌道，ドライヤー建屋，燐鉱石貯蔵庫，積荷
つ み に

桟橋
さんばし

，船揚げ場，火薬庫等，

燐鉱石の採掘・乾燥・運搬・貯蔵・積出に至る生産施設が大規模に残る。これほど大規模

に燐鉱生産施設が残るのは北大東島のみであり，唯一国内に現存するものとして貴重であ

る。我が国近代農業を支えた燐鉱採掘産業の歴史を知る上で重要である。 
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《史跡及び名勝の新指定》１件 

 

１ 横山
よこやま

大観
たいかん

旧宅
きゅうたく

及
およ

び庭園
ていえん

【東京都台東区】 

近代日本を代表する画家横山大観（１８６８～１９５８）の自宅兼画室及び庭園で，不

忍池の西に位置する。大観は東京美術学校（現在の東京藝術大学）に入学し，明治３９年

（１９０６）に，日本美術院を設立した岡倉天心とともに茨城県五浦に移る。その２年後

に居宅が火災で全焼したため，東京の下谷区に仮寓を得，翌年この地に本宅を構え，死去

するまでここで日本画の創作を行った。 

住居は，昭和２０年（１９４５）の東京大空襲で蔵を残して焼失したが，同２９年（１

９５４）に大観の強い意思によってほぼ同じ形に再建された。 木造２階建ての数寄屋風日

本家屋で，１階部分には焼失前にもあったものを再現した客間の鉦鼓
しょうこ

洞
どう

などがある。２階

は画室で，窓を多く設けて自然光を十分に採り入れている。 

主庭は建物の南側に広がり，中央部に細長く折れ曲がる池泉を設ける。建物から見て右

奥には築山が築かれ，その前には細川護
もり

立
たつ

侯爵から贈られた庭石を据える。大観は庭園に

植栽する樹木について，自らスケッチで示し，植栽時にも植える位置や向きを指示した。

また，樹木などの庭園内の素材を多く画題に選んでいる。 

自然の風情を好んだ大観の思想及び感性が大きく反映され，日本の近代の美術史及び造

園史の展開を考える上で貴重である。 

 

 

《名勝の新指定》１件 

 

１ 旧 龍 性 院
きゅうりゅうしょういん

庭園
ていえん

【愛知県豊田市】 

愛知県豊田市の猿
さ

投
なげ

山
やま

（標高６２９ｍ）の南麓に位置する，近世に造られたと考えられ

る庭園。龍性院は猿投神社の神宮寺の１つであったが，廃仏毀釈により廃寺となり，その

際に建築物は取り壊されたものの庭園は破却を免れた。近年行われた調査によって，地割，

石組等が旧態を良好にとどめ，江戸期の絵図とよく一致することが確認された。 

庭園は東側にあった客殿からの観賞を主とする。右手奥に最も大きな築山が築かれ，そ

の裾に近いところに滝が造られている。築山は左奥にもあり，右手の築山と左奥の築山と

の間をなだらかな峰が結ぶ。池泉には出島，岬等が造られ，護岸の石組は入り組んだ曲線

を描き，随所に大ぶりの石が配されている。現在は水が涸れており，取水及び排水の経路
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も分からなくなっているが，石組護岸がよく残り，石橋も往時のまま架かる。使用されて

いる石の大部分は猿投山付近で採取されたもので，一部には東濃地方（土岐市・瑞浪市・

多治見市周辺）のものも含まれている。 

旧龍性院庭園は近世の三河地域の庭園文化の広がりを示す良い事例であり，その芸術上

の価値及び日本庭園史における学術上の価値は高い。 

  

 

《天然記念物の新指定》２件 

 

１ 六合
く に

チャツボミゴケ生物
せいぶつ

群集
ぐんしゅう

の鉄鉱
てっこう

生成地
せいせいち

【群馬県吾妻郡中之条町】 

元山川の源流部に位置し，かつて鉄鉱石を採掘していた群馬鉄山の鉱山跡で，現在はチ

ャツボミゴケ公園として整備された自然公園の中に位置する。 

鉱泉の湧き出し口から約４００ｍの範囲では，鉱泉の湧出によって，水質はｐｈ２．６

～２．９と強酸性を示す。水温は１９．６～２９．５℃で周囲の気温が氷点下になる冬季

においてもほとんど低下せず，年間を通じて高水温が維持されている。また，硫酸イオン

や塩化物イオンの他に鉄などの金属イオンの濃度が高い。この環境を好んで生息するチャ

ツボミゴケと鉄バクテリアの生物活動の副産物として，鉄鉱が生成されている。崖部の鉄

鉱に含まれる炭化物の年代測定値は１万数千年以上前であり，その鉄鉱にチャツボミゴケ

の化石やバクテリアの痕跡が見られることから，同様の作用が長期に渡って継続してきた

と考えられる。 

本地域は鉄鉱生成の歴史とその仕組みを観察できる貴重な場所であることから，湧水や

微生物を含む河床とチャツボミゴケ群落，そして鉄鉱石の分布域を天然記念物に指定する。 

 

２ 勝山
かつやま

恐 竜
きょうりゅう

化石群
かせきぐん

及
およ

び産地
さ ん ち

【福井県勝山市】 

福井県勝山市北谷町で産出した恐竜化石と，その産地である手取層群北谷層に設けられ

た恐竜発掘露頭である。手取層群は福井県，石川県，富山県，岐阜県に分布し，中生代ジ

ュラ紀中期から白亜紀前期（１億７千万年～１億年前）にかけての地層から成る。中生代

の化石が良好な保存状態で産出することで知られ，中でも勝山市の恐竜発掘露頭は日本有

数の恐竜化石産地である。福井県では，平成元年（１９８９）から本格的な化石調査を開

始した。恐竜化石（フクイラプトル，フクイサウルス，フクイティタン，コシサウルス，

フクイベナートル）は，その調査によって発見されたもので，現在は福井県立恐竜博物館
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で所蔵されている。標本はいずれも新種記載されたもので，全身の約７０％以上の骨格化

石がそろう標本があるなど，保存状態が極めて良好であり，産出種と保存状態は日本を代

表するものである。またその産地から得られた動植物の化石などから，恐竜時代の環境も

明らかにされており，学術上重要な標本とその産地として貴重である。 

 

 

《特別史跡及び特別天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 日光
にっこう

杉並木
すぎなみき

街道
かいどう

附
つけたり

並木
な み き

寄進
き し ん

碑
ひ

【栃木県日光市・鹿沼市】 

日光東照宮への参詣道として江戸時代初期に設けられた街道。松平
まつだいら

正綱
まさつな

が杉を植栽し，

東照宮に寄進したことを記録した並木寄進碑が附属する。今回，杉並木の保護を図るため，

旧壬生
み ぶ

通りと旧会津西街道沿いで，条件の整った部分を追加指定する。 

 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 ３件 

 

１ 平安宮
へいあんきゅう

跡
せき

 

  内裏
だ い り

跡
あと

 

    朝堂院
ちょうどういん

跡
あと

 

    豊
ぶ

楽院
らくいん

跡
あと

 

【京都府京都市】 

  ↑ 

（旧名称） 

平安宮
へいあんきゅう

跡
せき

 

 内裏
だ い り

跡
あと

 

    豊
ぶ

楽院
らくいん

跡
あと

 

延暦１３年（７９４），桓
かん

武
む

天皇が長岡京から遷都したことに始まる平安京の北辺中央に

位置する都城跡。天皇の居所である内裏，国家的饗宴の場である豊楽院から成る。今回，

豊楽院跡と，政治や儀式を執り行った朝堂院跡の各一角を追加指定し，名称を変更する。 
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２ 阿波
あ わ

遍路
へ ん ろ

道
みち

 

   焼
しょう

山寺
さ ん じ

道
みち

 

   一宮
いちのみや

道
みち

 

   恩
おん

山寺
ざ ん じ

道
みち

 

   立江寺
た つ え じ

道
みち

 

   鶴
かく

林寺
り ん じ

道
みち

 

   鶴
かく

林寺
り ん じ

境内
けいだい

 

   太
たい

龍寺
りゅうじ

道
みち

 

   かも道
みち

 

   太
たい

龍寺
りゅうじ

境内
けいだい

 

   いわや道
みち

 

   平等寺
びょうどうじ

道
みち

 

   雲
うん

辺寺
ぺ ん じ

道
みち

 

【徳島県勝浦郡勝浦町・阿南市・三好市・名西郡神山町・小松島市】 

  ↑ 

（旧名称） 

阿波
あ わ

遍路
へ ん ろ

道
みち

 

   焼
しょう

山寺
さ ん じ

道
みち

 

   一宮
いちのみや

道
みち

 

   恩
おん

山寺
ざ ん じ

道
みち

 

   立江寺
た つ え じ

道
みち

 

   鶴
かく

林寺
り ん じ

道
みち

 

   太
たい

龍寺
りゅうじ

道
みち

 

   かも道
みち

 

   いわや道
みち

 

   平等寺
びょうどうじ

道
みち

 

空海ゆかりの寺社を巡る全長１４００ｋｍにも及ぶ霊場巡拝の道の一部。今回，第２０

番札所鶴林寺と第２１番札所太龍寺の各境内地と，第６６番札所である雲辺寺に向かう遍

路道（雲辺寺道）の遺存状態の良好な２．１６ｋｍの区間を追加指定し，名称を変更する。 
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３ 鬼
おに

ノ
の

岩屋
い わ や

・実相寺
じっそうじ

古墳群
こふんぐん

【大分県別府市】 

  ↑ 

（旧名称） 

鬼
おに

ノ
の

岩屋
い わ や

古墳
こ ふ ん

 

鬼ノ岩屋古墳は古墳時代後期の装飾古墳２基から成る。その南方約１ｋｍに所在する，

古墳時代後期から終末期の実相寺古墳群を構成する４基の古墳のうち３基を追加指定し，

名称を変更する。 

 

 

《史跡の追加指定》 １５件 

 

１ 水上
みなかみ

石器
せ っ き

時代
じ だ い

住居
じゅうきょ

跡
あと

【群馬県利根郡みなかみ町】 

山麓の狭小な緩斜面に立地する縄文時代中期末葉の集落跡。関東において，縄文時代中

期後葉までの大規模集落が中期末葉にかけて小規模化していく過程を示す典型例である。

条件の整った部分を追加指定する。 

 

２ 加曽利
か そ り

貝塚
かいづか

【千葉県千葉市】 

縄文時代中期に属する直径１３０ｍの環状
かんじょう

貝塚
かいづか

と，縄文時代後期に属する直径１７０ｍ

の馬蹄
ば て い

形状
けいじょう

貝塚
かいづか

から成る，国内最大級の貝塚を含む縄文時代を代表する集落跡。条件の整

った部分を追加指定する。 

 

３ 下野
し た の

谷
や

遺跡
い せ き

【東京都西東京市】 

縄文時代中期後半の直径約１５０ｍの大規模な環状集落跡。墓と考えられる土坑
ど こ う

群が中

央部に密集し，それを環状に取り囲むように竪穴建物群が配置される。関東南部では最大

級の規模を有し，首都圏にありながら遺存状態も良好である。条件の整った部分を追加指

定する。 

 

４ 片山
かたやま

廃寺
は い じ

跡
あと

【静岡県静岡市】 

静岡平野南東部に所在する有度
う ど

丘陵の西斜面に位置する奈良時代の寺院跡。駿河国分寺

の可能性が指摘されている。伽藍地内の中央北寄りに金堂，講堂，僧坊が軸線をそろえて

配置され，南東隅には塔基壇の地業が確認されている。瓦を供給した窯跡も指定されてい
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る。伽藍地南西隅の条件の整った部分を追加指定する。 

 

５ 恭
く

仁
に

宮
きゅう

跡
せき

（山城
やましろ

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

）【京都府木津川市】 

藤原広嗣
ふじわらのひろつぐ

の乱を契機に東国を巡幸した 聖
しょう

武
む

天皇が，天平１２年（７４０）から，難波

宮を皇都とする同１６年（７４４）までの間，皇都として経営した宮殿跡。その後，山城

国分寺に施入された。条件の整った部分を追加指定する。 

 

６ 神
かみ

雄寺
お で ら

跡
あと

【京都府木津川市】 

奈良山丘陵の北東端に位置する８世紀中頃から９世紀初頭の山林寺院。遺構には仏堂
ぶつどう

，

礼堂
らいどう

，塔と考えられる建物や流路等があり，歌
うた

木簡
もっかん

や大量の灯明
とうみょう

皿
ざら

等の出土遺物から歌の

詠唱
えいしょう

を伴う燃
ねん

灯
とう

供養
く よ う

等の仏教儀礼が行なわれたと考えられる。条件の整った丘陵東側を追

加指定する。 

 

７ 古市
ふるいち

古墳群
こふんぐん

 

    古室山
こむろやま

古墳
こ ふ ん

 

   赤面山
せきめんやま

古墳
こ ふ ん

 

   大鳥塚
おおとりづか

古墳
こ ふ ん

 

   助太山
すけたやま

古墳
こ ふ ん

 

   鍋
なべ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

   城山
しろやま

古墳
こ ふ ん

 

   峯ヶ塚
みねがづか

古墳
こ ふ ん

 

   墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん

 

   野中
の な か

古墳
こ ふ ん

 

   応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳外
こふんがい

濠外堤
ごうがいてい

 

   鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

   はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

   青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

   蕃所山
ばんしょやま

古墳
こ ふ ん

 

   稲荷
い な り

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

   東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん

 

   割
わり

塚
づか

古墳
こ ふ ん
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   唐
から

櫃山
と や ま

古墳
こ ふ ん

 

   松川
まつかわ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

    浄元
じょうがん

寺山
じ や ま

古墳
こ ふ ん

 

【大阪府藤井寺市・羽曳野市】 

４世紀後半から６世紀中葉にかけて形成された，応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳を頂点とする列島を代

表する古墳群。５世紀前半に築造された墳長２２５ｍの大型前方後円墳である墓山古墳に

おいて条件の整った部分を追加指定する。 

 

８ 与
よう

楽
らく

古墳群
こふんぐん

 

与楽鑵子
ようらくかんす

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

与
よう

楽
らく

カンジョ古墳
こ ふ ん

 

寺崎
てらさき

白壁
しらかべ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

【奈良県高市郡高取町】 

貝吹山
かいぶきやま

南麓の尾根上から谷筋に，６世紀後半から７世紀前半にかけて築造された古墳群。

渡来系氏族の首長墓とみられる。与楽カンジョ古墳において条件の整った部分を追加指定

する。 

 

９ 山代
やましろ

二子
ふ た ご

塚
づか

【島根県松江市】 

出雲東部の茶
ちゃ

臼山
うすやま

西麓に６世紀後半に築造された前方後方墳。墳長９４ｍ，２段築成で

幅５～７ｍの周溝を有し，円筒埴輪や子持壺が出土している。前方後方墳という名称が初

めて使われた事例であり，古墳時代後期においては最大の前方後方墳である。周濠のうち

条件の整った部分を追加指定する。 

 

10 永
えい

納山
のうさん

城跡
じょうあと

【愛媛県西条市・今治市】 

唐や朝鮮半島諸国との対外関係が緊張した７世紀後半に築造された古代山城。瀬戸内海

防衛の一翼を担い，畿内地方への侵攻を食い止める目的で築造されたと考えられる。城跡

北端に位置する城門推定地前面部分を追加指定する。 

 

11 小郡官衙
おごおりかんが

遺跡群
いせきぐん

 

小郡官衙
おごおりかんが

遺跡
い せ き

  

上岩田
かみいわた

遺跡
い せ き
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【福岡県小郡市】 

７世紀の役所跡である上岩田遺跡と，その２．１ｋｍ西方に位置する，８世紀の役所跡

で筑後
ち く ご

国
のくに

御原
み は ら

郡家
ぐ う け

に比定される小郡官衙遺跡から成る遺跡群である。小郡官衙遺跡におい

て条件の整った部分を追加指定する。 

 

12 田熊
た ぐ ま

石畑
いしはたけ

遺跡
い せ き

【福岡県宗像市】 

 弥生時代前期の環濠や，中期前半の木棺墓群と居住域を検出した集落跡。木棺墓６基か

らは合計１５本の武器形青銅器が出土した。墓域周辺において条件の整った部分を追加指

定する。 

 

13 八代
やつしろ

城跡群
しろあとぐん

 

   古麓
ふるふもと

城跡
じょうあと

 

   麦島
むぎしま

城跡
じょうあと

 

   八代
やつしろ

城跡
じょうあと

 

【熊本県八代市】 

球磨
く ま

川
がわ

河口部の八代市街地と東方の丘陵部に所在し，中世から近世にかけて熊本県南部

の八代地域の支配拠点となった三つの城跡と関連遺跡から成る。古麓城跡の構造を明らか

にする上で重要な部分を追加指定する。 

 

14 大友
おおとも

氏
し

遺跡
い せ き

【大分県大分市】 

戦国大名大友氏の領国支配の拠点となった遺跡。大友氏 館
やかた

跡
あと

と上原
うえのはる

館跡のふたつの館

跡，菩提寺である禅宗寺院万
まん

寿寺
じ ゅ じ

跡，大友氏館跡の南側に近接する推定御蔵場
お く ら ば

跡から成る。

大友氏館跡及びその北側に隣接する「唐人
とうじん

町
まち

跡」の各一部を追加指定する。 

 

15 長者屋敷官衙
ちょうじゃやしきかんが

遺跡
い せ き

【大分県中津市】 

北限・南限・東限は溝や柵で区切られ，西限は谷地形を利用した南北１２０ｍ，東西９

０ｍ前後の長方形区画の中に，細長い掘立柱建物や総柱
そうばしら

の礎石建物等が逆Ｌ字状に配置さ

れた８世紀前半から１０世紀前半に属する豊前
ぶ ぜ ん

国
のくに

下毛
し も げ

郡家
ぐ う け

（郡衙
ぐ ん が

）の正倉
しょうそう

跡。条件の整

った部分を追加指定する。 
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《名勝の追加指定》 ２件 

 

１ 成巽閣
せいそんかく

庭園
ていえん

【石川県金沢市】 

加賀藩第１３代前田斉
なり

泰
やす

の母である真
しん

龍院
りゅういん

の隠居所として造営された 巽
たつみ

御殿の主庭と

して，幕末・明治維新期に作庭された既指定の飛
ひ

鶴庭
かくてい

の区域に，近代を通じて作庭された

万年青
お も と

の縁
えん

及びつくしの縁
えん

の中庭並びに玄関の前庭を含む区域を追加指定する。 

 

２ 旧藏内
きゅうくらうち

氏
し

庭園
ていえん

【福岡県築上郡築上町】 

明治中期から昭和にかけて炭鉱・錫鉱山等の経営で財を成した藏内氏の本邸の庭園。住

宅・庭園が整備された大正期の様子を今によく伝えていることから，銅像広場，邸宅に隣

接する神社の境内，参道等を追加指定する。 

 

 

 

 

 

  


